
1ごみ広域処理施設・設計(案)の概要

令和12年度の供用開始を目指して
新しいごみ処理施設の建設事業を
朝霞市と和光市の共同で進めてい
ます。

新しい施設には市民開放スペース
を計画しています。活用方法につ
いて、皆さんのご意見を募集し、
可能なものは設計に反映させたい
と考えています。

資
料
内
容

① 新施設の設計(案)概要をご紹介します(P2～12)
② 市民開放スペースの案をご紹介します(P13～14)
③ 意見募集の詳細をご案内します(P15～)

朝霞和光資源循環組合

【注記】本資料の内容はすべて計画中のものであり、今後変更となる
場合があります。

2新しい施設の概要

朝霞市・和光市のごみ処理施設は、老朽化が進んで処理能力が低下し、
建替えが必要な時期になっています。

マテリアルリサイクル
推進施設

エネルギー回収型
廃棄物処理施設

項 目

17ｔ/日175ｔ/日（87.5ｔ/日×2炉）施設規模

5時間24時間運転時間

燃やせないごみ(不燃・粗大)燃やすごみ(可燃)処理対象物

焼却余熱はすべて発電設備で回収し、余剰電力は売却します。その他

◆ごみ処理能力

管 理 棟工 場 棟項 目

鉄骨造、地上4階、高さ19m
鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造、地上6階
地下1階、高さ31m(煙突59m)

構造、階数

約900㎡約6,200㎡建築面積

約2,200㎡約12,400㎡延床面積

市民開放スペース、家具展示場、
会議室、組合事務所

ごみ処理設備(可燃・不燃)
見学コース、工場事務所

主な施設

◆建物の概要 工場棟と管理棟は一体の建物ですが、説明のために分けて表記しています。



3建設予定地

和光市新倉八丁目（現在の和光市清掃センター付近）

4工事工程表

R13R12R11R10R9R8R7R6年度

設計

解体工事
汚染土壌除去

建築工事

プラント工事

試運転

運営 R12年度～
R31年度迄の管理

7月
着工

9月
着工

7月
着工

3月末
竣工

10月
開始

2月
着手

現在の
進捗

完成
予定



5敷地全体の配置

⑧赤い通路は
一般直接搬入
車両のルート

⑥車両出入口は搬入車と
その他の車を分離

①屋外の市民開放
スペース(広場)
約2,800㎡

⑦施設周囲は
遊歩道として
市民に開放

②見学者・組合
事務所用駐車場

③管理棟
組合事務所

④工場棟

⑤収集車のみラン
プウェイで２階へ
(一般車は１階)

手数料精算
出口計量

受付
入口計量

図面上↑が北

東電特別高圧線

煙突

6施設の外観

建物全体の外観 遊歩道・市民開放スペース



7見学コースの概要

◆見学コースへの経路立面図

管理棟 工場棟

ｴﾚﾍﾞｰﾀ・
階段で移動

4階渡り廊下

見学コース

3階会議室
ビデオ視聴

1階入口

◆工場棟の見学コース平面図

管理棟へ

(B)可燃ごみ
プラットホーム(D)ごみクレーン

中央制御室

(E)炉室

(F)蒸気
タービン
発電機室

(G)壁面展示

(C)ごみピット

(A)不燃ごみ
プラットホーム

8見学コースからの見え方

(C)ごみピット

(D)ごみクレーン・中央制御室(B)可燃ごみプラットホーム

(F)蒸気タービン・発電機室



9工場棟内の設備配置

1階

地下1階

2～3階

4階

5階

6階

煙
突

炉室

◆立面イメージ図

蒸気ﾀｰﾋﾞﾝ
発電機

収集車
プラット
ホーム

一般
直接搬入

ごみ
ピット

ごみ
クレーン

ホッパー

破砕機

機械
選別室

不燃ごみ

可燃ごみ

見学
コース

10ごみ直接搬入ルート

①通路を一般車と
収集車に分離
路面に赤ペイント
で分かりやすく

②通路長に余裕を
持たせて、敷地外
に渋滞を出さない

③事前予約(検討
中)でドライブス
ルー受付
【入口計量】

④１階の直接搬入
専用エリアへ

⑤最大で４台同時
に下ろせるエリア
(全てのごみ種を
同じ場所で受入)

⑥精算機でドライ
ブスルー精算
【出口計量】



11管理棟の概要（１～２階）

１階

ピロティ

トイレ

家具
収納庫

エ
レ
ベ
ー
タ
・
階
段

玄関ホール

家具展示場所

ホール、家具展示、トイレ ２階 組合事務所、小会議室

玄関

事務所は職員15人程度まで収容可

多目的トイレ

授乳室

図面上↑が北

書庫

エ
レ
ベ
ー
タ
・
階
段

組合事務所

小会議室
トイレ

多目的
トイレ

風除室

建物の大きさ(平面)：約16m×25m

12

３階
多目的会議室、ホワイエ
災害備蓄倉庫、トイレ

４階 市民開放スペース、倉庫

工場棟見学コース

倉庫 トイレ

エ
レ
ベ
ー
タ
・
階
段

会議室は108人収容可(3クラス分)
ホワイエ部分は一部4階まで吹抜
多目的トイレあり

市民開放スペース
約210㎡

授乳室

管理棟の概要（３～４階）

エ
レ
ベ
ー
タ
・
階
段

災害備蓄
倉庫

トイレ

多目的会議室
(分割利用可)

ホワイエ
吹抜

工場棟4階と渡り廊下で接続

※1～2階に比べ、約3m外側に張り出す



13市民開放スペースの案(屋外)

①屋外の市民開放スペース

◆雨水を一時的に溜める設備
(地下)の上部を活用

◆面積約2,800㎡

◆車両は乗り入れできません

◆外周道路との間に遊歩道を
整備(左図の薄いグレー部分)

道
路

道
路

◆管理は組合が行います

◆イベント等の開催も可能

※植栽や通路等はイメージです
（詳細は今後検討します）

青線内のスペースを、あなたならどのように使いたいですか？

14市民開放スペースの案(管理棟・屋内)

②管理棟(4階)の市民開放スペース

◆ラウンジとして市民に開放
イベントや展示スペース等で
活用するイメージ

※柱の位置や窓は設計と一部異なります
（吹抜を介して外の景色が見えます）

◆環境に関する図書コーナーや
椅子、机などを配置

◆管理は組合が行います

◆運用時間帯は今後検討します

◆流し台の設置を検討中です
（イベント等で利用可能）

◆管理棟4階、面積約210㎡
エレベータ、階段でアクセス

このラウンジを、あなたならどのように使いたいですか？



15意見募集のご案内①

目的

市民開放スペースの活用方法を市民の皆さんから意見募集し、可能なも
のは設計に反映させることで、市民に開かれた施設にすることを目的と
します。

意見募集期間

令和7年12月1日(月)から 令和8年1月9日(金)まで

公表資料

ごみ広域処理施設・設計(案)の概要 （この資料です）

募集するご意見

①屋外、②管理棟にある「市民開放スペース」を、あなたならどのよう
に使いたいですか？ ①と②に分けてご意見をお寄せください。
このスペースは、市民活動団体の利用も想定しています。

16意見募集のご案内②

資料閲覧場所

朝霞和光資源循環組合事務所、朝霞市クリーンセンター、和光市清掃セ
ンター、朝霞市リサイクルプラザ、和光市環境課、朝霞市市政情報コー
ナー、和光市行政資料コーナー、朝霞市及び和光市の支所・出張所、朝
霞市及び和光市の図書館、朝霞市及び和光市の公民館
※組合ホームページから資料を閲覧できます。構成市ホームページから
当該ページへリンクを設けます。

意見を提出できる方

○朝霞市または和光市に在住・在勤・在学中の方
○朝霞市または和光市に事業所を有する方（法人を含む）
○朝霞市または和光市に納税義務を有する方
○この案件に利害関係を有する方



17意見募集のご案内③

意見提出先

朝霞和光資源循環組合
〒351-0192 和光市広沢1番5号 （和光市役所5階にあります）
：048-424-2253 FAX：048-462-7710

電子メール：jimukyoku@asawa-junkankumiai.jp

意見提出方法

郵送、FAX、電子メール、組合窓口へ直接提出のいずれかの方法
注1)様式は組合ホームページで用意していますが、使用しなくても可。
注2)朝霞市または和光市のどちらに関係する方か明記をお願いします。
注3)住所、氏名は不要です。
注4)電話、SNS等での受付はいたしません。
注5)市民開放スペースの活用方法に関係ないものは対象外とします。

意見の公表

提出された意見への個別回答は行いません。意見の概要は組合ホーム
ページで公表します。必要に応じて組合の対応方針を追記します。

18ご意見をお待ちしております

5年にわたる長い工事ですが、
安全第一で進めていきます。
市民の皆さんのご理解・ご協
力をよろしくお願いします。

組合公式Instagramはじめました。

＼フォローで最新情報ゲット！／

事業進捗、きょうの現場、組合の行事…

ごみ処理広域化事業に関するお問い合わせは

朝霞和光資源循環組合


